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は　じ　め　に

　　Einleittmg

　鉄道線路や，それに付随した構造物が直接住宅などの地域住民の生活域に接することは騒音，

振動などの物理的影響と同時に心理白勺，精神的にも直接，間接の影響が考えられる。したがって，

鉄，セメントなどの二三物的建設材料の量に対応した，そこの住民が長い間共存してきた郷ヨニ種

による郷土の森，すなわちミ生きている構築材料・の積極的利用が強く望まれる。

　国鉄中央本線．．…三原・三沢地区一・．．の鉄道境界環境保全林形成のための生態学的，植生学的

調査研究は，地域住民，地元岡谷市の要望もいれて離失心Jl｝先工事局が計画。実施しているプ日傭

クトの基本的，具体的な調査である。塩嶺トンネルの建設による中央本線の新線工事に伴う環境

調査と平行して住宅域を通過する岡谷市橋原・烹沢地区の新しい鉄道線路沿いに鉄道環境保全林

素心のための生態学的現地調査が1978年度から実施されている。1982年度には，植生学的調査結

果を基礎に提案された報告にもとずき，具体的な幼苗の植付けが実施された。

　本論は植生調査結果を恭礎に園鉄サイドで最終1；内に決められた敷地への環境保金林形成のため

の植栽計画が具体的に提示されている。同時に生態学的な計画図，提案にもとずく植栽計画，．仕

様書，ならびに植栽後の各種苗の生育状態などがまとめられている。今後，継続的な生育状況の

測定調査が強く望まれる。

　露1鉄面分野の二二的な急速発展に対応して，いわゆる公害問題に象徴されるような地域往民と

の共存関係に各種のきしみが生じ，それらが時々の解決を迫られている。物理的，化学的な面か

らの個々の発生源対策にみられるように個別的には町成りの二三をあげている。

　しかし，これからの現状問題は，個々の三生物的な発生源対策だけでは不十分である。基本的

には，開発に際して，現状より，より良い人間の生存環境の創造が必要である。すなわち，持続

的な地域住民との緑のフィルターを通しての共存環境の確立が今後の重要な課題となってもいる。

その具体的な雛1号が小面積ではあるが，田畠中央本線．一橋原・三沢地区：で，やっと実現しは

じめている。新しい時代の国鉄沿線沿いの緑の環境創造の輿体例としての発展が期待される。

　かつて我が麟の国鉄の建設に際しては，北海道などで鉄道防雪林が造林された。丁度ドィッな

どのヨーロッパから鉄道線路建設の方法がとり入れられた際に防雪林についても，囲時にそのソ」’

法を摂取採用した。防雪林のつくり方ばかりでなく，樹木の種類までも真似して，鉄道防雪林は，

ヨーロッパと同じドイツトウヒが画一・的に植えられていた。

　その後，国鉄各分野とくに線路建設などに際して技術革新が急速に進み，鉄材，セメント材な

どの非生物的な材料で，ほとんどの課題が解決されるようになった。環境問題でも，騒音，振動

などに対しても技術的に発生源対策や個別の対応，制御は，かなりのところまで成功している。

　しかし，地域住民の感性，心情まで含めた総合女寸策としては，単に物理，化学的な計最計算を
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基礎とした非生物的対策だけでは不十分である。生態系の・i三要構成要素であり，生物社会のゴ三役

である，ミ生きた構築材料　　・植生一一一一。の積極的な利用が強く望まれる。

　植生を使って，単に個々の公害対策だけに留まらず，鉄道線路や施設沿いや，まわりに積極的

に多様で安定した人間の持続的な生存環境を創造するためには，植物社会の秩序に沿わない限り，

決して成功しない。すなわち，同辺域も含めた一ト’分な現地植生調査を行う。いわば長い時間をか

けて自然が行っている，その地域固有の植物的娼ll／の組成，構造，遷移，空問的な配分などを十

分に解明，把握する。

　同時に，その土地本来の自然植生一潜在自然植生・・一と，それを支えている上壌条件，現存

している代償植生などとの対応関係を総合的に調べて環境保金林の形成計画をたてる。

　以下に国鉄がはじめて実施している中央本緑・橋原・三沢地区の鉄道境界環境保全林形成の

ための具体的な提案が行われている。移動能力のない植物，しかも永年生の樹木を使っての環境

創造には，マウンド形成，表ニヒの保金，復元，樹種の選択，苗の選定から植付，植栽後2～3年

闘の除草などの管理を含めて完全に行われないかぎり，決して哉功しない。
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　　　Fig　1　橋原・一沢地区位置図

Orlentlerungskarte　des　Rashlhara・Mlsawa　Bezlrks
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　　　　Flg　2　岡谷ll了lll地内を通過する中火丁丁の新線

Neue　Eisenllnle　von　JNR，　dle　ln　der　Stadt　Okaya　durchzlehend（900m　u　NN）．


